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検査内容変更のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、このたび別掲の項目につきまして､２０２６年４月より検査内容の変更を実施すること 

となりましたので、ご案内申し上げます。 

何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

 

記 

 

 

 

■検査変更内容： 

別掲の一覧表をご参照ください。 

 

 

 
  

■変更実施日：    

         ２０２６年 ４月 １日 （水） 受付分より 

  

   

 

以上 

 

 

※ 詳細につきましては、次ページ以降をご覧ください｡ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●検査内容変更項目一覧 
項目 

コード 
項  目  名 

変 更 

内 容 
新 現 備  考 

        

１９ アルドラーゼ 

基 準 値 ２.１ ～ ６.１ ２.７ ～ ５.９ 
現委託先の受託中止

に伴い委託先の変更 
単 位 Ｕ／Ｌ ＩＵ／Ｌ 

再委託先 株式会社エスアールエル 株式会社ＬＳＩメディエンス 

２９５８ 

ＳＰ－Ｄ 

（肺サーファクタント 

プロテインＤ） 

検 体 量 血清 ０.５ ｍＬ 血清 ０.３ ｍＬ 

検査方法の変更 

検査方法 ラテックス凝集比濁法 ＣＬＥＩＡ法 

報告範囲 １５.０未満 ～ 最終値 １５.０未満 ～ １０００００ 以上 

６３４ 馬尿酸（ＨＡ） 

検査方法 酵素法 ＬＣ－ＭＳ 

所要日数 ２ ～ ３ 日 ４ ～ ５ 日 

報告下限 濃度 ０.１ ｇ／Ｌ 未満 濃度 ０.０１ ｇ／Ｌ 以下 

報告桁数 小数１位、有効３桁 小数２位、有効３桁 

６３５ メチル馬尿酸（ＭＨＡ） 

検査方法 酵素法 ＬＣ－ＭＳ 

所要日数 ２ ～ ３ 日 ４ ～ ５ 日 

報告下限 濃度 ０.１ ｇ／Ｌ 未満 濃度 ０.０１ ｇ／Ｌ 以下 

報告桁数 小数１位、有効３桁 小数２位、有効３桁 

３３３ 
オステオカルシン 

（ＢＧＰ） 

検査方法 ＥＣＬＩＡ ＦＥＩＡ 

検 体 量 血清 ０.４ ｍＬ 血清 ０.３ ｍＬ 

保存方法 

（安定性） 

凍結 

（１２週） 

凍結 

（４週） 

基 準 値 Ｍ ８.４～３３.１ ｎｇ／ｍＬ ８.３ ～ ３２ .７ ｎｇ／ｍＬ 

 Ｆ（閉経前） ７.８～３０.８  

 Ｆ（閉経後） １４.２～５４.８  

 
※結果コメント「Vイ」 

           で表示いたします。 
 

報告上限 ９９９０００ ｎｇ／ｍＬ 以上 １００００００ ｎｇ／ｍＬ 以上 

備 考 溶血検体は赤血球に含まれる 

プロテアーゼにより分解される 

ため、使用しないでください。 

ビオチンを 1日5mg以上投与・ 

摂取している患者からの採血は、 

投与後、少なくとも 8時間以上 

経過してから実施してください。 

溶血検体でのご依頼は避けて 

ください。 

４０４９ 膵グルカゴン（ＩＲＧ） 

基 準 値 ８.８ ～ ４５.２ ｐｇ/ｍＬ （空腹時） ５.４ ～ ５５.０ ｐｇ/ｍＬ （空腹時） 

測定試薬の変更 報告下限 ３.０ ｐｇ/ｍＬ 未満 ３.５ ｐｇ/ｍＬ 未満 

報告上限 ６００ ｐｇ/ｍＬ 以上 ４００ ｐｇ/ｍＬ 以上 

２３４５ 

抗カルジオリピン・ 

β2GPⅠ複合体抗体 

（抗CL-β2GP1抗体） 

保存方法 

（安定性） 

遠心分離後  冷蔵 

（２６日） 
遠心分離後  凍結 

保存条件の見直し ２３４３ 

抗アセチルコリン 

レセプター結合抗体 

（抗AChR抗体）《RIA》 

遠心分離後  冷蔵 

（２週） 
遠心分離後  凍結 

１７５２ 
抗血小板抗体 

（PB-IgG） 

遠心分離後  冷蔵 

（３週） 

遠心分離後  凍結 

（８週） 

２４０４ 

ループス抗凝固因子 

《希釈ラッセル蛇毒 

試験法》 

基 準 値 ｄＲＶＶＴ比 １.２ 以下 
１.２ 以下 

（ＮＲ：Normalized Ratio） 
添付文書表記に準拠 



 

 

●アルドラーゼ 

現委託先の受託中止に伴い、同一試薬を使用している別の委託先に変更いたします。 

なお、この変更に伴い、基準値、単位を変更いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ＳＰ－Ｄ（肺サーファクタントプロテインＤ） 

   SP-D（肺サーファクタントプロテインD）は肺胞Ⅱ型細胞などで産生される親水性の糖蛋白で、肺胞内腔の虚脱防止に

よる呼吸機能の維持や、マクロファージの貪食促進など生体防御に働きます。 

SP-Dは肺に障害が起こる各種肺疾患において血流へ流出し、特に肺の繊維化を伴う間質性肺炎では血中濃度が高値

を示すため、本検査は間質性肺炎の診断補助に用いられます。 

また、間質性肺炎では急性増悪時に著明に上昇するため、疾患活動性の評価に有用とされています。 

この度、現在受託しているCLEIA法の試薬と同等の性能を有するラテックス凝集比濁法の試薬を用いた検査に変更いた

します。 

 なお、この変更に伴い、検査方法、検体量および報告範囲を変更いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪新法と現法の相関≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変 更 内 容 新 現 
     

項 目 コ ー ド １９ 同 左 

検 査 方 法 ＵＶ－酵素法 同 左 

検 体 量 血清 ０.５ ｍＬ [容器番号 ： ０１番] 同 左 

保 存 方 法 冷 蔵 同 左 

基準値（単位） ２ .１ ～ ６.１ （Ｕ／Ｌ） ２ .７ ～ ５.９ （ＩＵ／Ｌ） 

所 要 日 数 ２ ～ ４ 日 ２ ～ ３ 日 

保 険 点 数 １１点（生化学（Ⅰ）判断料 １４４点） 同 左 

報 告 桁 数 小数１位 同 左 

最終委託先 株式会社エスアールエル 株式会社ＬＳＩメディエンス 

変 更 内 容 新 現 
     

項目 コ ー ド ２９５８ 同 左 

検 査 方 法 ラテックス凝集比濁法 ＣＬＥＩＡ 

検 体 量 血清 ０.５ ｍＬ [容器番号 ： ０１番] 血清 ０.３ ｍＬ 

保 存 方 法 冷 蔵 同 左 

基準値(単位) １１０.０ 未満（ｎｇ／ｍＬ） 同 左 

所 要 日 数 ２ ～ ４ 日 同 左 

保 険 点 数 １３６点（生化学（Ⅰ）判断料 １４４点） 同 左 

報 告 範 囲 １５.０ 未満 ～ 最終値 １５.０ 未満 ～ １０００００ 以上 

報 告 桁 数 小数１位 同 左 

新 

法 

（ｎｇ／ｍＬ） 

（ｎｇ／ｍＬ） 

現 法 



 

 

●馬尿酸・メチル馬尿酸 

検査方法を LC-MS法から生化学自動分析装置を用いた酵素法に変更いたします。 

これまで LC-MS 法による測定では、健康診断が集中する時期に結果報告が遅れることがあり、ご迷惑をお掛けしており 

ました。新試薬では、自動分析装置による大量処理が可能で、報告日数もこれまでより短縮いたします。 

新現二法の相関は良好で、検査方法の変更に伴い所要日数および報告範囲の変更を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪新法と現法の相関≫ 

[馬尿酸]                          [メチル馬尿酸] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変 更 内 容 新 現 
     

項 目 コ ー ド ６３４ 同 左 

項 目 名 馬尿酸（ＨＡ） 同 左 

検 査 方 法 酵素法 ＬＣ－ＭＳ 

検 体 量 尿 １.０ ｍＬ [容器番号 ： ２５番] 同 左 

保 存 方 法 冷 蔵 同 左 

所 要 日 数 ２ ～ ３ 日 ４ ～ ５ 日 

報 告 下 限 濃度 ０.１ ｇ／Ｌ 未満 濃度 ０.０１ ｇ／Ｌ 以下 

報 告 桁 数 小数１位、有効３桁 小数２位、有効３桁 
     

項 目 コ ー ド ６３５ 同 左 

項 目 名 メチル馬尿酸（ＭＨＡ） 同 左 

検 査 方 法 酵素法 ＬＣ－ＭＳ 

検 体 量 尿 １.０ ｍＬ [容器番号 ： ２５番] 同 左 

保 存 方 法 冷 蔵 同 左 

所 要 日 数 ２ ～ ３ 日 ４ ～ ５ 日 

報 告 下 限 濃度 ０.１ ｇ／Ｌ 未満 濃度 ０.０１ ｇ／Ｌ 以下 

報 告 桁 数 小数１位、有効３桁 小数２位、有効３桁 

現 法 

新 

法 

新 

法 

現 法 



 

 

●オステオカルシン（ＢＧＰ） 

  測定試薬をFEIA法からECLIA法による試薬に変更いたします。これに伴い添付文書記載の基準値に変更いたします。 

   なお、新試薬は測定系にビオチン（ビタミンB7）を用いており、多量のビオチンを摂取している場合は、測定結果に影響 

を及ぼす可能性があります。ビオチンを1日5mg 以上投与している患者からの採血は、投与後、少なくとも8時間以上経過 

してから実施してください。 

また、この変更に伴い、検査方法、検体量、基準値および報告上限を変更いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪新法と現法の相関≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変 更 内 容 新 現 
     

項 目 コ ー ド ３３３ 同 左 

検 査 方 法 ＥＣＬＩＡ ＦＥＩＡ 

検 体 量 血清 ０.４ ｍＬ [容器番号 ： ０１番] 血清 ０.３ ｍＬ 

保 存 方 法 

（ 安 定 性 ） 

凍結 

（１２週） 

凍結 

（４週） 

基 準 値 Ｍ ８.４ ～ ３３.１ ｎｇ／ｍＬ 

８.３ ～ ３２.７ ｎｇ／ｍＬ  Ｆ（閉経前） ７.８ ～ ３０.８ 

 Ｆ（閉経後） １４.２ ～ ５４.８ 

 ※結果コメント「Vイ」で表示いたします。  

所 要 日 数 ２ ～ ５ 日 同 左 

保 険 点 数 １５７点（生化学（Ⅱ）判断料 １４４点） 同 左 

報 告 上 限 ９９９０００ ｎｇ／ｍＬ 以上 １００００００ ｎｇ／ｍＬ 以上 

備 考 

溶血検体は赤血球に含まれるプロテアーゼ

により分解されるため、使用しないでください。 

ビオチンを 1日5mg以上投与・摂取している

患者からの採血は、投与後、少なくとも 8時間

以上経過してから実施してください。 

溶血検体でのご依頼は避けてください。 

現 法 

新 

法 



 

 

●膵グルカゴン（ＩＲＧ） 

  測定試薬を、現法と同一メーカーが発売する新試薬に変更いたします。新試薬では、グルカゴンが前駆体である 

プログルカゴンから産生される過程で生じる類似物質が測定に与える影響が軽減されており、より正確なグルカゴン 

の測定が可能となります。 

なお、この変更に伴い、基準値および報告範囲を変更いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪新法と現法の相関≫ 

 

 

 

 

 

 

 

変 更 内 容 新 現 
     

項 目 コ ー ド ４０４９ 同 左 

検 査 方 法 ＥＩＡ 同 左 

検 体 量 血漿 ０.４ ｍＬ [容器番号 ： ０８番] 同 左 

保 存 方 法 凍結 同 左 

基 準 値 ８.８ ～ ４５.２ ｐｇ／ｍＬ（空腹時） ５.４ ～ ５５.０ ｐｇ／ｍＬ（空腹時） 

所 要 日 数 ３ ～ ９ 日 同 左 

保 険 点 数 １５０点（生化学（Ⅱ）判断料 １４４点） 同 左 

報 告 下 限 ３.０ ｐｇ／ｍＬ 未満 ３.５ ｐｇ／ｍＬ 未満 

報 告 上 限 ６００ ｐｇ／ｍＬ 以上 ４００ ｐｇ／ｍＬ 以上 

備 考 

専用容器に採血し、よく混和させ、低温（４℃）で

血漿分離して下さい。 

血漿は必ず凍結保存して下さい。 

溶血検体は低値傾向となります。 

乳び検体は高値傾向となります。 

同 左 

新 

法 

現 法 


